平成３１年度　学校評価実施報告書
幼稚園名（伏見住吉幼稚園）

	教育目標
心豊かに主体的に生きる子どもの育成

	年度末の最終評価

	自己評価
	教育目標の達成状況，次年度に向けた見直し
　教師との安定した関係を基盤に，子どもたちは興味関心，季節に応じた環境の中で自ら遊びを考えたり，友達の刺激を受けたりして遊ぶ姿が見られた。今年は，園庭の池にいるザリガニが子どもたちの遊びに影響を与え，ザリガニを釣る方法を考え試したり，ザリガニのイメージを持って表現したり，いのちの大事さを感じたりすることができた。自園の環境の特徴が遊びに生かされたことは，伝統として続いていってほしいと願う。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
　運動会や生活発表会を参観し，子どもがたる太鼓を活用した遊びをしていて，地域の者としてうれしかった。園庭の池のザリガニでよく遊んだと聞いたが，地域や園の特色を生かした教育が行うことができるように，これからも協力したい。



学校関係者評価の評価日・評価者
	
	評価日　
	評価者　

	中間評価
	令和元年８月２１日（水）
	学校運営協議会理事

	最終評価
	令和２年１月２８日（火）
	学校運営協議会理事



（１）幼稚園教育（保育の改善・充実）について　　
	具体的な取組
・子どもが夢中になって遊びを進める中で，主体性や創造力，思考力の芽生えなど『学びに向かう力』を育てる。
・思考力の芽生えを視点にしたエピソードを継続的にとり，教師の援助や環境構成を見直す。

	（取組結果を検証する）各種指標
・エピソード研修を継続的に行い「学びに向かう力」を探り，そのための教師の援助や環境構成の在り方を見直す。
・保護者アンケート項目「お子さんは幼稚園生活を通して，心身がたくましくなってきたと思いますか」，「お子さんは安心し，楽しんで幼稚園に通っていますか」の回答




中間評価
	各種指標結果
・各学年のエピソード研修を３回（うち１回は講師の指導）行い，学びに向かう力がどんな場面で見
られたか研修した。
・アンケート「幼稚園生活を通して，心身がたくましくなってきたと思うか」の結果は「そう思う」
６８％，「大体そう思う」３２％，「安心し，楽しんで幼稚園に通っているか」の結果は「そう思う」
８４％，「大体そう思う」１６％であった。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・３つの資質・能力の「学びに向かう力」をエピソードの子どもの姿から探ったところ，「知識
及び技能の基礎」「思考力，判断力，表現力等の基礎」も一緒に見られた。また，思考力の芽生え
を引き出すための援助にはそれぞれの発達段階や遊びで違いはあるが，特に１学期はどの学年で
も安定感・安心感を大事にして援助・環境構成が行われていて，これが，学びに向かう力の大き
な土台となること共通理解した。
・おおむねよい評価であるが，「たくましさ」については年々やや下がり気味である。「安心感」
をもって園生活を楽しんでいることから，教員が安定感・安心感を大事にした保育をした結果が
表れている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・エピソード研修は継続し，培われた安定感を土台に，今後遊びや生活を充実させていくための，教師の援助と環境構成の在り方を探る。また，思考力の芽生えを視点にしたエピソードを集めているが，科学的な遊びに偏っていたので，遊びのいろいろな場面でその姿を見出し，研修を進めたい。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・エピソード研修の回数とその成果
・アンケート項目「お子さんは幼稚園生活を通して，心身がたくましくなってきたと思いますか」
と「お子さんは安心し，楽しんで幼稚園に通っていますか」の，保護者と教職員の回答

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・教職員の自己評価はどんな結果であったか，何が課題と考えているかを明らかにし，改善策を話し合うことが教育活動の質の向上につながると思う。
・たくましさなど内面の成長は目に見えにくいので，昨年と比べてどこがどのように育ったか，個別に伝えていけばよい。


最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
・エピソード研修を３回行った。１回は研究会部会で研修し，他の幼稚園の教員と話し合う機会があり，いろいろな視点で話し合うことができた。
・アンケート項目「お子さんは幼稚園生活を通して，心身がたくましくなってきたと思いますか」の結果，「そう思う」７７％（教職員２２％）「大体そう思う」２３％（同７８％），「お子さんは安心し，楽しんで幼稚園に通っていますか」の結果，「そう思う」８２％（同５６％）「大体そう思う」１８％（同４４％）であった。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題
・エピソード研修の研究部会では，子どもの気持ちの動きを考えながら，子どもの興味に即した教師の援助や環境構成を行うと，「もっとやってみたい」と意欲的になり，試したり考えたりする思考力の芽生えにつながるということがわかった。
・アンケートでは保護者と教職員の結果に差があり，教職員の評価の方が厳しい結果となっている。教職員は「もっと努力できる」という向上心の表れではないかと思われる。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・エピソードを書くことでその時わからなかった子どもの心の動きが見えてくるので，教員が読み取る力量を身につけ，より子どもの育ちを支える環境構成や援助を行いたい。もっと努力が必要と感じている教員もいる。そのためにも，研修の時間を確保する工夫が必要である。
・子どもの安定感やたくましさについて，年度の後半であり，保護者が，子どもたちが自分の力を発揮する場面を，運動会や作品展などを通じて見て感じていると思われる。効果的な発信に努めたい。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・アンケートに一斉保育の時間が少ないのではという意見があったが，発達段階や活動によって一斉か自由かその形態は変わってくる。ねらいを達成するために指導法や形態を見極めるのが教師の援助であることをわかってもらうとともに，保護者はどうしているか知りたいと思うので，その時の様子を知らせるとより理解が得られるのではないか。



（２）幼小連携・接続に関して
	具体的な取組
・幼小共通のキーワードで作成した『接続期教育課程』を実践し，見直し，策定する。
・合同研修(研究保育や研究授業の参観，研究協議)や出前授業，幼小交流についての定期的な話し合いの場をもち，思考力の芽生えの姿について，またその姿を育む教師の意図のある援助や環境構成などについて発信し，『学びに向かう力を小学校の学びに繋ぐ機会』となるようにする。
・「親子で絵本」(読書ノート)の活用

	（取組結果を検証する）各種指標
・接続期教育課程を見直す研修を年2回行う。
・合同研修や幼小交流保育の実施回数や内容の充実度
・「親子で絵本」の１００冊達成人数
・保護者アンケート項目「地域との連携（幼小交流）を生かした体験が保育に取り入れられていると思いますか」の回答



中間評価
	各種指標結果
・接続期教育課程を見直す研修を１回行い，内容を検討した。
・合同研修は１回，幼小互いの保育，授業を参観し，事後の研修会をもった。幼小交流保育は１回，花の苗屋さんを行い，お店屋さんごっこで１年生と交流した。
・アンケート「地域との連携（幼小交流）を生かした体験が保育に取り入れられていると思いますか」
の結果は「そう思う」７２％，「大体そう思う」２５％，「あまりそう思わない」３％であった。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・接続期の教育課程の項目を再確認し，これから今年度の幼児の実態を踏まえて内容を書き換えていくことを教員で共通理解した。
・幼小合同研修では，幼稚園教員が小学校１年生の算数の授業を見て，「幼児の終わりまでに育ってほしい姿」を見出し，小学校教員に具体的に伝え、理解を図ることができた。しかし，１０の姿の育ちをどのように学習に生かすかということは伝えられていない。
・地域との連携が保育にいかされていると，ほとんどの保護者が思っていて，年々その割合が上がってきている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・接続期の教育課程を，書き換えて来年度のものを作成する。
・小学校教員への１０の姿の発信を，指導要録を書くこと，また，入学後に小学校担任に直接伝える機会を持つという方法で行う。
・幼小交流の回数は増やさず，事後に保護者への分かりやすい発信を行い，理解を図る。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・接続期の教育課程を作成し，教員で再確認する研修を１回もつ。
・合同研修や幼小交流保育の実施回数と内容の充実度
・「親子で絵本」の１００冊達成人数
・アンケート「地域との連携を生かした体験が保育に取り入れられていると思いますか」の保護者と教職員の回答

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・幼小交流は小学生にとって，年下の者に思いやりの気持ちをもつ機会となるので，続けていきたい。



最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
・保幼小交流は，地域の運動会や２年生の生活科「どきどきフェスティバル」，給食参観の行事で交流することができた。
・「親子で絵本」の１００冊達成者数は５２名（５歳児１７名，４歳児２５名，３歳児１０名）であった。
・アンケート「地域との連携（幼小交流）を生かした体験が保育に取り入れられていると思いますか」
の結果は「そう思う」８１％，「大体そう思う」１９％であった。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題
・保幼小交流は楽しい雰囲気で行うことができ，互いに受け入れる気持ちが感じられた。事前・事後の研修ができていないことが課題である。
・地域との連携についての取組が，前期より保護者に高く評価されている。数々の交流を重ね，子どもが喜ぶ姿を見ている保護者が多いのだと思われる。
・「親子で絵本」の取組は４歳児，５歳児の達成率が高い。学年が上がるにつれて保護者の意識が変わったり，子ども自身本が好きになったりしていることがわかる。また，ホームページで感想を月１回発信していることも保護者の意識づけになっていると思われる。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・保幼小交流は幼稚園が呼び掛けて，事前・事後の研修ができるようにする。
・地域や保育所，小学校との連携は，行事数を増やさず，内容を検討する。
・幼児期の絵本の読み聞かせの大切さを保護者に知らせたり，引き続きホームページで感想をあっぷしたりしたい。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
幼稚園との交流が小学校の教育に役立っている。幼稚園の環境を大切にしているのを見て，小学校でも少しでも材料をたくさん集めたり，体育館で楽しんでやってみたりということがあり，子どもにも教職員にも役立っていると思う。



（３）預かり保育に関して
	具体的な取組
・室内遊び，園庭での遊び，おやつ，読み聞かせ等の活動を異年齢ですることで，年長者への憧れや年少者への思いやりの気持ちを育てる。
・預かり保育の記録をもとに指導計画を見直し，時期，子どもの実態に即した保育を進める。

	（取組結果を検証する）各種指標
・利用率の推移・・・ここ２～３年の動向や曜日ごとの変動等も踏まえて
・保護者アンケート項目「預かり保育や業者弁当の取組はよいと思いますか」の回答



中間評価
	各種指標結果
・預かり保育の利用率はこれまでと大きく変わりがない。曜日では水曜日の利用率が低く木曜日は高
い。また，「ボールで遊ぼう」「つくってあそぼう」の日は参加率が高い（５０％以上）。
・アンケート「預かり保育や業者弁当の取組はよいと思うか」の結果は，「そう思う」７６％，「大体
そう思う」２０％，「あまりそう思わない」４％であった。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・預かり保育は参加人数の多少によって子どもの遊び方が変わっている。参加者が多くても，子
どもが安定感を持って，休息しながら遊べるようにすることが課題である。
・預かり保育はほとんどの保護者が満足して利用している。業者弁当について回数やメニューを検討してほしいという意見がある。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・預かり保育の参加人数が多い時でも安定感を持って遊べるように，事前に利用状況を把握し，多い時はボランティアを活用する。
・業者弁当は，園外保育との関係があり，現状のようにしていることを保護者に文書で伝える。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・利用状況の把握と，積極的なボランティアの活用
・保護者アンケート項目「預かり保育や業者弁当の取組はよいと思いますか」の回答

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・１０月から保育料が無償化になるので，業者弁当の機会を増やしてほしい。





最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
・預かり保育の利用率は大きく変わらず，利用者が多いときは，学生ボランティアを活用している。
他児が作ったものを壊すということは３歳児でもぐっと減り，異年齢で一緒に遊べる場になっている。
・アンケート「預かり保育や業者弁当の取組はよいと思うか」の結果は，「そう思う」８２％，「大体
そう思う」１６％，「あまりそう思わない」２％であった。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題
・預かり保育は学生ボランティアに来てもらい，トラブル時に個別にじっくりかかわることで，全体的にも落ち着いた雰囲気が出てきた。担当者も子ども同士をつなぐ援助に努めている。
・アンケート結果は前期と比べると肯定的な評価がやや増えて，預かり保育や業者弁当への理解が広がっていると思われる。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・預かり保育での子どもの姿は，午前の保育内容に影響を受けるので，担任と預かり保育担当者との連携を密にしたい。
・業者弁当のメニューや回数について要望があるが，家から持参する弁当の良さ（園外保育に出かけやすい，子どもが喜ぶなど）は公立幼稚園の良さでもあるので現状で続けたい。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
子育て支援の充実のため，預かり保育も業者弁当も今後続けてほしい。



（４）子育ての支援に関して
	具体的な取組
・降園時の保育伝達時間には個々の様子を伝えているが，保護者が安心して対応できるよう，個に応じた一言アドバイスを心がける。
・ほっこり子育てひろばや家庭教育講座で，子育てについて悩みや工夫を出し合う機会を設ける。

	（取組結果を検証する）各種指標
・保護者アンケート項目「お子さんは安心し楽しんで幼稚園に通っていますか」の回答
・ほっこり子育てひろばの実施回数と参加者数
・学校運営協議会で，保護者代表より意見を聞く。



中間評価
	各種指標結果
・アンケート項目「お子さんは安心し楽しんで幼稚園に通っていますか」の結果は，「そう思う」
８４％，「大体そう思う」１６％であった。
・ほっこり子育てひろばは４回実施（月１回），参加者は延べ１３人（参加率は９３％）。
・学校運営協議会で，保護者代表に子育ての喜びや悩みを聞く。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・多くの保護者が子どもは喜んで幼稚園に通っていると思っていることから，子育てに喜びを感じていると思われる。
・ほっこり子育てひろばでは子どもをいつくしむというテーマで話し合いをしている。我が子の名前の由来を話したり，聞いたりして，子どもへの願い，赤ちゃんの時からの成長を振り返り，楽しく懇談できている。仕事で参加できない保護者がいることが課題である。
・学校運営協議会で，子どもの内面の成長が知りたいという意見が出た。幼稚園と家庭では様子が違うであろうし，内面は目に見えにくいので個別に知らせてほしいと言われた。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・ほっこり子育てひろばは強制ではないが参加しやすいように，日程を早めに知らせたり，都合の良い時の会に参加できるように声をかける。
・教員が子どもの心が成長したと思われる姿や事例を具体的に伝え，保護者にも子どもの見方を発信していく。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・保護者アンケート項目「お子さんは安心し楽しんで幼稚園に通っていますか」「教職員が連携しながら，一人一人の子どもに温かくかかわっていると思いますか」の回答
・ほっこり子育てひろばの実施回数と参加者数
・学校運営協議会で，保護者代表より意見を聞く。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・担任以外の教職員から子どもの姿を聞くことがあり，みんなで見てもらっている感じを受けている。教職員で連携が図られているので，このまま続けてほしい。


最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
・アンケート項目「お子さんは安心し楽しんで幼稚園に通っていますか」の結果は，「そう思う」
８２％，「大体そう思う」１８％であった。
・ほっこり子育てひろばは５回実施（月１回），参加者は延べ３０人（参加率は８８％）

	自
己
評
価
	分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題
・ほとんどの保護者が，我が子は幼稚園が好きで喜んで通っていると感じている。
・ほっこり子育てひろばの参加率が前期より下がっている。欠席の理由は体調不良や家の用事など仕方がない事情である。働いている保護者は参加してくださっている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・子育ての喜びや悩みを共有できる場づくりの必要性は感じ続けているが，悩みを出すというよりも楽しいことやうれしいことを考えられるような話題作りが望まれていると感じる。登園後，降園後の日常的な保護者のコミュニケーションが，何よりも大事であるが，園としてどのようにかかわっていくか，テーマなど見直したい。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・保育について，兄・姉がいる家庭の保護者はその時と比較して「こうしてほしい」という要望があるが，「今年のクラスはこうだから，こういう方針でやります」という教師の願いをもっと発信すればよいと思う。



（５）地域とのかかわり（社会に開かれた教育課程）に関して
	具体的な取組
・「苗やさん」（お店屋さんごっこ）やお茶会体験，地域清掃など，地域の人々と子どもが関わる機会を持つ。
・行事や保育参観に誘い掛け，意見をいただいたり，疑問に思われたことに応えたりして，幼稚園で大事にしていることをホームページで発信する。

	（取組結果を検証する）各種指標
・保護者アンケート項目「地域との連携を生かした体験が保育に取り入れられていると思いますか」の回答
・運営協議会での意見


中間評価
	各種指標結果
・アンケート項目「地域との連携を生かした体験が保育に取り入れられているか」の結果は「そう思
う」７２％，「大体そう思う」２５％であった。
・今年の花の苗屋さんはたくさんの地域の方，伏見区長が来られ，活気があった。多くの方にこどの
姿を見ていただける貴重な機会となっている。この取組が教育課程のどこに位置付けられているか地
域の方への説明が必要だったと思う。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・地域との連携は教育課程を作成するうえで欠かせない経験になっている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・年間計画に位置付け，他学年もかかわったり，園体制で取り組めたりするようにする。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・保護者アンケート項目「地域との連携を生かした体験が保育に取り入れられていると思いますか」の回答
・運営協議会での意見　　　　　
・地域行事についての園内研修や打ち合わせの実施

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・今年は見守り隊や伏見区長にも声をかけ，いろいろな方が花の苗屋さんに来てくださった。幼稚園教育の発信になるので，毎年続け，地域にも声をかけていきたい。また，教育課程での位置づけを示したり，地域の人が子供らしさを感じられるような取り組み方を考えたらよいであろう。


最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
・アンケート項目「地域との連携を生かした体験が保育に取り入れられているか」の結果は「そう思
う」８１％，「大体そう思う」１９％であった。
・花の苗屋さんの取組について，地域の参加者を広げたことがよかったという意見，子どもの活動に
もう少し工夫があったらよかったという意見をいただいた。
・地域清掃について教職員，PTAと打ち合わせを行った

	自
己
評
価
	分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題
・アンケートの結果は肯定的評価が増えていて，保護者の理解が得られていることがわかった。
・地域行事の「地域清掃」は女性会・保育所年長児・５年生との交流で，貴重な機会となっている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・地域との連携での子どもの育ちを保護者に理解していただくために，ホームページやおたよりで発信する。
・地域との行事は年長児がほとんどであるが，取組の過程で他学年の教員もかかわり，園全体で取り組み，子どもの育ちを感じる機会とする。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・花の苗屋さん，運動会，ハローウィンなどで子どもの笑顔をたくさん見せてもらっている。特に花の苗屋さんでは，参加された伏見区長が役所のホームページで子どもの姿を紹介してくださるということがあった。このように地域社会で園の教育を盛り立てていきたい。
・女性会との行事は，地域清掃とお茶会で少ないようであるが，数はこのままで，続けていって定着させることが大切である。



（６）業務改善・教職員の働き方改革について
	重点目標　教員が日々，笑顔で子どもと向き合えるように，見通しを持って仕事をし，個々の教員の生活の質を高める。

	具体的な取組　・職員会議や打ち合わせをできるだけ木曜日に取り，他の日は学級の仕事や研修ができるようにする。　・教頭，教員が休業期間中に年休を昨年より1日以上多く取得する。

	（取組結果を検証する）各種指標
・職員会議にかかる時間　　・教頭，教員の年休取得日数。



中間評価
	各種指標結果
・教員の出張で木曜日に，定期的に会議や打ち合わせができなかった。
・夏季休業期間中に教頭は，昨年より１日多く年休を取得した。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・園長の出張が多く決められた曜日に会議を入れることが難しい。
[bookmark: _GoBack]

	
	分析を踏まえた取組の改善
・会議の始めと終わりの時刻を決めて各自が時間を守ることで，話し合いはスムーズにできるようになった。レジメはあらかじめ作成し，検討事項だけ話し合えるようにする。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・職員会議や打ち合わせの開始と終了時刻を守る。
・職員会議のレジメは少なくとも２日前に配布する。
・冬季休業中，教頭が年休を昨年より１日多く取得する。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・公立幼稚園はいろいろな行事があり，それが選ばれる理由になっているので，なるべく現状維持でやってほしい。


最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
・職員会議の時刻はおおむね守られていた。
・レジメを２日前に用意するのは，１１～１２月以外はできていた。
・冬季休業中の，教頭の年休は昨年と同じであった。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題
・引き続き職員会議，職員朝礼の時刻を守る。
・職員会のレジメが不要と思われるときは口頭で伝える。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・職員会議や打ち合わせは始まりの時刻を守れるように声をかける。
・レジメが不要なときは前日または当日の職員朝礼で，共通理解できるように伝える。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
幼稚園の先生は大変だと思う。行事等，地域社会の人たちで盛り上げ，子どもの成長を共に喜び合えるように，お手伝いしたいと思っている。



